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「
資
本
主
義
の
歴
史
的
護
展
に
な
い
て
は
、
二
つ
の
契
機
が
、
す
な
わ
ち
、
川
直
接
的
生
産
者
た
ち
の
現
物
経
済
の
商
品
経
済
へ
白
輔
化

と
、
伸
商
品
経
済
の
資
本
主
義
経
済
へ
の
韓
化
と
が
、
重
要
で
わ
る
c

第
一
白
韓
化
は
、
就
舎
的
分
業
孤
立
分
散
し
た
〔
注
意
、
乙
れ
が

商
品
経
君
必
須
僚
件
〕
個
々
の
生
産
者
た
ち
が
た
ど
一
つ

D
産
業
部
門
に
従
事
υ
て
専
門
化
ず
る
こ
と

i
iが
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
な
こ
な
わ
れ
る
。
第
二
の
静
化
は
、
個
々
の
生
産
者
た
ち
が
、
訟
の
た
の
軍
濁
市
場
。
た
め
に
諸
商
品
を
生
産
し
、
競
走
。
闘
係
に
は
い

註
1

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
と
な
わ
れ
る
Q

」

十
四
．
五
吠
紀
か
ら
こ
白
時
期
に
か
け
て
O
イ
ギ
F
ス
に
於
け
る
毛
織
物
工
業
の
護
展
は
周
知
D
如
く
で
あ
り
、
そ
の
他
の
鎮
工
業
方
面
に

於
い
て
も
、
既
に
多
く
の
護
展
が
み
ら
れ
る
。
乙

D
よ
う
に
都
市
内
部
の
み
な
ら
歩
、
全
国
的
規
模
に
於
け
る
駐
曾
的
分
業
白
進
展
が
、
農
業

の
商
業
化
を
促
進
し
た
こ
と
は
云
う
迄
も
な
く
、
農
民
の
階
居
分
化
と
、
自
給
自
足
的
経
営
白
企
業
的
経
営
へ
の
賢
化
と
が
、
エ
リ
ザ
ペ
ス
朝

期
に
は
顕
著
な
現
象
と
し

τあ
ら
わ
れ
て
来
て
い
る
。
本
論
文
白
目
的
は
、
か
L
る
吐
合
経
済
史
的
建
革
を
背
景
と
せ
る
商
業
的
農
業
の
様
相

を
捉
え
ん
と
し
た
も
D
で
あ
る
。
資
料
の
関
係
上
、
表
面
的
観
察
に
悼
膨
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
先
輩
諸
氏
の
御
叱
E

を
得
て
更
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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子、

設
1
v
1
品

V
｛

J

い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
づ
い
て
」
ハ
飯
田
貫
一
鐸
園
民
文
庫
）
一
一
七
頁

農
業
自
身
を
考
察
す
る
前
に
、
他
の
産
業
部
門
を
一
一
腰
み
て
訟
き
た
い
。
費
料
は
主
と
し
て
一
司
・
。
ω
E円凶
g

匙
l

エ
F
ザ
ペ
ス
朝
期
の
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
諸
地
方
の
産
業
を
論
述
し
て
い
る
回
・
の
－

M
F
J司
書
写
吋

D
研
究
に
よ
っ
た
。

先
会
y
鎮
業
か
ら
述
べ
て
い
く
と
、
コ

l
y
ウ
ォ
ル
州
の
錫
・
J

ア
グ
ォ
シ
シ
ャ
の
銅
、
鉛
、
亜
鉛
で
、
鉛
の
犬
鋳
型
は
プ
u
y

ス
ト
ル
の
主
要
職

出
品
を
供
給
し
、
蛮
錯
は
鍋
と
共
に
虞
鏑
製
造
の
材
料
と
な
り
、
イ
ギ
P
ス
O
異
鏑
製
品
は
ア
イ
ル
ラ

Y
F
に
職
出
せ
ら
れ
て
い
た
。
，
択
に
サ

の
旅
行
記
を
も
と
に
し
て
‘

セ
ッ
ク
ス
で
は
舗
を
産
出
し
、
従
っ
て
製
融
開
業
ポ
盛
ん
で
あ
り
、
津
山
D
木
材
が
そ
の
織
に
使
用
せ
ら
れ
、
多
〈
の
牧
草
地
引
品
貯
水
池
に
費
え

ら
れ
、
識
を
打
つ
槌
D
動
力
た
る
水
車
を
そ
の
水
が
動
か
し
て
い
た
。
と
の
槌
一
音
が
圭
夜
一
の
べ
つ
な
く
響
い
て
い
た
と
O
記
越
は
、
と
の
州
に

於
げ
る
鎮
工
業
D
献
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
う
が
、
錦
閉
鎖
山
の
持
主
建
は
犬
砲
等
を
製
遣
し
て
多
く
の
利
揺
を
得
て
い
た
。
と
白
と
と
は
ケ
シ

ト
も
同
様
で
、
更
に
サ

p
I
の
一
部
に
も
み
ら
れ
る
。
ノ
ー
サ
ム
ト
シ
地
方
で
は
採
石
業
、
更
に
涯
育
茨
D
採
掘
等
が
見
受
け

b
れ
、
ダ
ー
ビ

ー
で
は
鉛
を
多
く
産
出
し
、
ウ
ス
グ
シ
ャ
で
は
製
塩
業
白
聾
展
の
震
、
そ
の
燃
料
使
用
に
よ
る
森
林
白
貧
弱
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ヨ
ー
ク
の
ワ
ェ
ス
ト
ラ
イ
デ
シ
グ
地
方
で
は
石
炭
石
が
採
掘
さ
れ
、
建
築
石
材
と
し
て
、
モ
ル
グ
ル
と
し
て
、
叉
撞
い
て
肥
料
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
同
州
の
ノ

1
ス
ラ
イ
デ
ン
グ
で
は
羊
毛
工
業
に
と
っ
て
重
要
な
明
馨
を
産
出
し
て
お
り
、

エ
ロ
ザ
ぺ
ス
朝
以
前
ス
ペ
イ
ン
方
．

面
か
ら
輸
入
し
て
い
た
も
り
に
代
る
働
き
を
示
し
て
い
る
。
ダ
一
フ
ム
シ
ャ
で
は
鎖
、
塩
等
の
存
在
が
注
目
さ
れ
、
カ
シ
パ
l
ラ
シ
ド
で
は
銅
鎖

業
が
稜
展
し
つ

L
あ
っ
た
。
最
後
に
石
茨
業
を
見
て
み
る
と
、
中
心
は
北
部
の
－
一
ュ

I
キ
ャ
ス
ル
で
、
圏
内
白
木
材
不
足
花
代
る
も
の
と
し
て

院
2

か
な
り
の
「
生
産
額
を
一
示
し
、
圏
外
に
轍
出
せ
ら
れ
る
起
に
至
つ
で
い
る
。

，
択
に
工
業
方
面
に
目
を
む
け
る
と
、
既
w
h
多
く
の
紹
介
が
注
さ
れ
て
い
る
毛
織
物
工
業
は
別
と
し
て
、
鶴
工
業
の
可
成
り
賢
い
護
展
が
み
ら
’



れ
る
。
鏡
業

ωと
と
る
で
少
し
鏑
れ
て
な
い
た
が
‘
と
D
工
業
の
殻
展
の
潟
、
藤
保
安
掠
白
危
機
が
麗
々
強
調
せ
ち
れ
る
迄
に
至
っ
て
い
る
。

一
五
五
九
年
の
法
令
で
は
、
サ
セ
ッ
ク
ス
、
・
グ
Y
ト
、
及
び
サ

H
I
の
一
部
を
除
く
各
州
陀
於
い
て
、
海
岸
及
び
河
岸
よ
り
十
四
哩
以
内
に
成

長
せ
る
特
定
の
樹
木
を
製
鎖
。
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
令
が
出
て
な
り
、
一
五
八
一
年
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ニ
二
哩
以

内
に
成
長
せ
る
樹
木
‘
及
び
特
定
地
直
内
の
樹
木
の
使
用
が
鏑
工
業
者
に
禁
止
さ
れ
、
叉
新
し
い
製
織
場
設
立
の
制
限
、
禁
止
が
規
定
さ
れ
て

陸
S
h
M

る
。
と
れ
に
闘
し

p
プ
ソ
ン
は
次
D
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
そ
れ
（
鎖
工
業
）
に
は
主
要
な
ニ
つ
の
分
野
が
あ
り
、

一
一
は
鎮
塊
や
棒
鯖

〈同】山ぬ

ωロ門凶

σω
『山岡－
H

）ロ）

と
D
二
分
野
の
護
展
は
．
際
立
っ
た
封
照
を
－
な
し
て
治

。
生
産
．
他
は
鏑
製
品
の
製
造
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。

り
、
前
者
は
木
茨
を
使
府
し
、
そ
の
護
展
が
木
裁
の
供
給
不
足
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
劃
し
、
後
者
は
豊
富
に
あ
る
石
茨
を
用
い
、
震

に
そ
勺
護
展
は
妨
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
某
イ
ギ
9
ス
で
つ
く
ら
れ
る
以
上
に
、
原
料
識
は
外
園
か
ら
轍
入
さ
れ
、
一
方
大
量
の
犠
製
品

凶ほ
a

・

が
海
外
に
輪
出
せ
ら
れ
た
」

と
れ
は
石
裁
に
含
有
せ
ら
れ
た
硫
黄
陀
よ
り
、
原
料
館
の
生
産
が
阻
害
さ
れ
た
矯
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
4
y
れ
に
せ
よ
と
れ
ら

O
事
賓
か

ら
、
鍛
工
業
の
護
展
は
相
営
顕
著
な
も
白
で
あ
っ
た
と
と
が
伺
え
よ
う
。
と
れ
ち
錨
工
業
の
中
心
と
し
て
は
サ
セ
ッ
ク
ス
、
ケ
ン
ト
等
が
考
え

ら
れ
る
が
、
サ
セ
ッ
ク
ス
に
就
い
て
は
既
に
言
及
し
た
の
で
、
ケ
V
J

ト
に
就
い
て
趨
ぺ
る
と
〈
特
別
に
註
を
附
さ
な
い
限
り

J
2
1
2
0著

謹
に
よ
る
と
と
は
前
に
断
っ
た
語
り
で
あ
る
。
以
下
も
同
様
）
特
に
武
器
D
製
造
が
目
立
っ
て
い
る
。
即
ち
エ

F
ザ
ベ
ス
朝
期
に
艦
員
連
は
‘

イ
ギ

p
ス
製
D
砲
や
砲
弾
で
敵
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
激
し
い
不
満
を
申
立
て
L
治
り
、
と
れ
に
封
し
て
鶴
ヱ
業
者
は
罰
金
を
設
け
て
、

一
業
者
の
如
き
は

女
王

P
許
可
な
く
砲
を
鋳
造
し
た
り
、
販
資
し
た
り
し
な
い
と
と
を
申
合
せ
て
い
る
。
し
か
し
こ
D
申
合
せ
は
守
ら
れ
示
、

百
ト
ン
に
及
ぶ
犬
砲
を
轍
出
し
、
女
王
も
砲
の
輪
出
で
相
営
の
開
視
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
れ
は
ス
ベ
イ
y
等
の
製
品
は
イ
ギ
リ
ス
製

に
比
し
て
質
が
悪
く
、
そ
の
代
り
に
は
昆
鎗
の
高
債
な
も
の
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
歩
、
使
っ
て
需
要
も
多
か
っ
た
震
と
脅
え
ら
れ
る
。

戎
に
ガ
ラ
ス
工
業
で
る
る
が
、
と
れ
は
一
五
六
七
年
イ
ン
グ
ラ

y
vに
入
っ
て
来
た
も
の
で
、
初
め
外
園
人
に
依
っ
て
、
漸
弐
イ
ギ

p
ス
人
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農
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。

自
身
に
依
っ
て
製
造
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
心
は
サ
セ
？
ク
ス
、
ク
ン
ト
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ス
グ
フ
ォ
ー
ド
等
で
、
暗
唱
て

窓
ガ
ラ
ス
、
飲
用
グ
ラ
ス
、
そ
の
他
の
器
具
が
製
造
せ
ら
れ
た
。
乙
の
事
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

ヨ
i
T
ン
あ
た
り
の
家
庭
で
も
窓
に
ガ
ラ
ス

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
岡
白
い
。

と
の
他
、
ケ
ン
ト
に
於
い
て
は
造
船
業
が
護
蓮
し
、
掛
同
車
業
と
共
に
木
材
不
足
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
叉
ヨ
ー
ク
の
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
デ
イ

シ
グ
で
は
ピ
ン
製
造
業
予
有
名
で
あ
り
‘
グ
ロ

1
ス
タ
シ
ャ
で
も
鱗
工
業
に
よ
る
森
林
の
寵
食
が
目
立
っ
て
い
る
。
水
産
業
で
は
コ

i
ン
ウ
オ

ル
の
爆
製
や
樽
詰
の
九
四
川
が
地
中
海
に
詔
知
ら
れ
て
訟
り
、

ド
1
セ
ッ
ト
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
白
魚
類
、
エ
セ
ッ
ス
の
牡
嘱
、

ヨ
ー
ク
の
ノ
l
ス
ラ
イ

デ
イ
シ
グ
の
鯨
等
が
奉
げ
ら
れ
る
o

と
の
他
各
地
で
み
ら
れ
る
森
林
伐
採
は
林
業
の
護
長
を
一
不
し
、
フ
ェ
ン
ラ
ン
ド
地
方
の
烏
禽
捕
獲
も
叉
一

地
方
の
特
殊
産
業
と
み
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。

置王

同－
C
T
m－
寸
S
L
O吋
唱
の
田

g仏
冊
同
H
a
回
何
回
関
｝
出
ロ
内
回
戸
本
論
文
は
民
h

。・ロ
a

目
r
t
M
、
の
編
集
し
た
K
Mロ
回
目
印
仲

S
－
山
口
と
の

g
m
E古田
M
M『

O
同
開
口
ぬ
目
白
ロ

a

u田
町
ハ
》
吋

u

b

u
－

H
∞G
O

第
十
撃
に
な
づ
て
い
る
）

刷
出
・
戸
山
富
O
H
H
a

、H
d印
刷
n
D
口
O

自
由
口
出
町
民
o
ミ
0
内
向
出
向
日
曲
ロ
P
4
0
－－

3 

目

r

－mv品∞
a
M
M
H
Y
一
一
同
国
1
叩－

H
σ
r
H
2
U
U・
同
町
田

t
4

．

Hσ
山内凶・・

U－
】
伊
白
・

4 

2 
以
上
－
既
に
多
く
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
毛
織
物
工
業
以
外
の
産
業
部
門
に
於
け
る
各
地
方
D
蹴
況
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
極

め
て
犬
ざ
っ
ぱ
な
措
潟
か
ら
し
で
も
、
地
方
、
地
方
に
依
る
分
業
化
へ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
と
の
よ
う
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
躍
に
わ
た

る
分
業
化
へ
の
傾
向
と
共
に
、
一
州
も
し
く
は
一
地
方
内
部
で
も
、
あ
る
特
定
産
業
に
霊
鮪
を
沿
き
つ

L
も
、
他
方
多
彩
左
分
業
の
護
展
が
み

ら
れ
る
こ
と
は
常
探
で
あ
る
o

従
っ
て
農
業
生
産
物
に
於
け
る
圏
内
市
場
の
撞
大
、
換
言
す
れ
ば
、
農
業
生
産
物
の
購
入
を
必
要
と
す
る
人
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口
、
企
業
が
増
大
じ
っ

L
あ
っ
た
こ
と
も
又
動
か
せ
な
い
事
賓
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
現
象
を
観
察
す
る
に
あ
た
う
で
は
、
勿
論
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
枇
舎
的

1
経
済
的
諸
闘
係
、
即
ち
農
民
内
部
に
於
け
る
階
居

分
化
を
充
分
に
究
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
ム
ロ
惜
と
手
許
に
資
料
が
乏
し
い
故
、
ラ
ウ
ス
の
記
述

k
借
り
て
説
明
す
る
に
と
立
め
に

ぃ
。
彼
は
「
ス
タ
ァ
イ
ア
鳳
唱
を
除
外
し
て
さ
え
（
少
く
と
も
動
産
に
於
い
て
は
、
彼
等
は
多
く
の
ヨ

I
Y
ン
よ
り
富
裕
で
は
た
い
が
）
我
々
は

農
村
人
口
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
金
動
産
白
四
分
の
一
を
所
有
し
、

一
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
そ
の
半
分
を
所
有
し
て
い
る
の
を
見
出
す
」
と
云

う
ホ
ス
キ
ン
ス
白
レ
ス
グ
に
闘
す
る
考
察
を
引
用
し
た
後
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
士
別
所
有
に
於
い
て
は
、
更
に
大
き
な
差
異
さ
え
存

在
し
た
G

農
地
の
字
分
は
六

O
ヱ
l
力

i
以
下
で
．
毎
年
の
播
種
面
積
一

O
エ
ー
カ
ー
共
に
、
平
均
一
ニ

O
l三
五
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
れ
ら
小
農
の
大
多
数
は
飢
餓
組
上
す
れ
す
れ
に
生
活
し
て
い
た
。
；
・
・
；
・

j

i－
－
：
た
ピ
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
六

O
エ
ー
カ
ー
以
上
、
と
れ
ら

は
ヨ
I
マ
シ
で
あ
り
一

O
O
エ
ー
カ
ー
或
は
そ
れ
以
上
を
所
有
し
て
い
た
。
更
に
下
屠
に
は
一

l
一
五
エ
ー
カ
ー
な
所
有
す
る
小
屋
住
農
や
労

働
者
が
い
た
O
i
－
－
－
・
：
・
・
：
：
彼
等
の
保
有
地
は
競
走
に
強
い
、
や
り
く
り
の
う
ま
く
い
っ
て
い
る
O
か
、
で
な
か
っ
た
ら
運
白
良
い
建
中
に

依
っ
て
ひ
っ
た
く
ら
れ
た
。
と
一
宮
う
の
は
土
地
の
奪
い
合
い
が
農
民
自
身
の
聞
で
も
識
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
：
：
：
：
：
：
：
：
土
地
の
康
範
な
取

引
き
は
枇
曾
の
全
階
居
に
依
つ
て
な
さ
れ
た
が
、
な
ん
と
一
去
っ
て
も
生
存
白
も
っ
と
も
強
力
な
競
走
者
達
、
即
ち
成
功
せ
る
ヨ
l
マ
ン
や
大
小

の
ヂ
エ
ン
ト
リ
ー
に
依
っ
て
、
極
め
て
有
力
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
駅
態
は
故
に
／
＼
に
土
地
を
加
え
て
い
く
絶
好
D
機
舎
を
奥
え
た
：
：
：

詫
－：
」
績
い
て
彼
は
再
び
ホ
ス
キ
ン
ス
の
考
察
を
引
用
す
る
。
「
一
五
四

O
年
か
ら
一
六

O
O年
に
か
け
て
、
教
寓
エ
ー
カ
ー
白
土
地
が

購
買
は
依
っ
て
ヨ
1
7
ン
家
族
白
手
に
移
っ
た
。
最
初
は
二
、
三
の
農
場
を
一
一
極
切
り
と
し
て
、
し
か
る
後
、
特
に
一
五
六

0
年
代
に
至
う
て

で
あ
る
明
、
マ
ナ
を
全
部
と
云
っ
た
具
合
に
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
世
紀
白
移
り
活
に
富
裕
な
ヨ
1
7
ン
は
ヂ
エ
ン
ト
H
1
の

E
口
付
に
、

叉
多
く
が
エ
ス
ク
ア
イ
ア

D
g
z
w
K
上
昇
し
、
今
世
紀
前
海
彼
等
の
組
父
が
そ
と
の
小
作
人
で
あ
っ
た
マ
ナ
を
所
有
し
た
。

．．
 

と
の
動
き
は
一
五
五

O
年
以
後
一
一
唐
債
範
に
、

一
層
急
速
に
な
り
、

一
六
世
紐
の
残
り
を
遇
U
て
、
十
七
世
紀

ρ初
期
に
至
る
迄
減
や
る
と
と

開

業

的

農

業

の

後

展
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商

業

的

農

業

の

後

戻

註
2

な
く
積
い
た
。
；
：
：
：
：
：
ド
ゥ
ム
ズ
デ
イ
以
来
の
最
も
大
き
な
土
地
所
有
躍
の
移
動
；
：
：
：
：
：
」

こ
の
よ
う
な
一
部
農
民
の
上
昇
が
、
他
方
一
部
農
民
の
零
細
化
、
土
地
喪
失
を
惹
起
し
た
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
と
共
に
牟
農
b
T
工
白
歌

態
か
ら
、
農
業
人
口
と
工
業
入
口
と
の
匝
別
が
漸
衣
明
確
化
し
9

L

6
っ
た
こ
と
も
事
賓
で
あ
ろ
う
。

一六

O
七
年
五
月
、
ミ
ド
ラ
ン
ド
地
方
に
勃
護
し
た
回
込
み
反
封
の
叛
既
に
参
加
し
た
人
k

と
し
て
、
農
業
労
働
者
や
農
民
の
外
に
、
肉
屋

洋
服
慮
、
金
属
細
工
人
、
大
工
、
織
布
工
、
靴
屋
、
羊
飼
、
手
袋
製
造
業
者
、
。
ハ
ン
屋
、
韓
皮
工
、
水
車
大
工
、
白
韓
皮
ヱ
、
石
工
、
羊
毛
持

取
工
、
関
燭
製
造
人
、
鍛
冶
屋
等
で
あ
っ
た
と
云
ι叫
ん
山
る
が
、
こ
れ
ら
白
人
々
が
叛
乱
に
加
携
し
た
原
因
と
し
て
は
、
そ
の
所
有
地
喪
失
の
危

機
に
せ
ま
ら
れ
た
と
と
と
、

間
込
み
に
依
る
穀
債
騰
貴
を
懸
念
し
た
こ
と
D
ニ
つ
が
大
樫
考
え
ら
れ
よ
う
＠
又
、

か
け
て
の
穀
物
債
格
の
異
常
な
高
騰
は
、
ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
じ
め
各
地
に
叛
鋭
的
湿
気
を
つ
く
り
出
し
た
が
、
一
般
に
人
々
は
、
こ
の
騰
貴

酔
社
会

の
原
因
を
園
込
み
に
あ
る
と
、
ヂ
エ
ン
ト

p
l同
般
に
強
い
反
感
を
む
け
て
い
る
o

こ
白
よ
う
な
穀
債
白
鴎
震
と
国
込
み
と
が
結
び
付
け
て
考
え

ら
れ
て
い
る
酷
を
特
に
重
観
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
世
論
を
つ
く
り
出
す
多
数
の
消
費
者
の
存
花
と
、
チ
エ
ン
ト
リ
ー
居
に
よ
る
農
業
経
戯
曲
。

一
五
九
六
年
か
ら
七
年
に

商
業
的
性
格
と
が
推
察
さ
れ
る
白
で
は
あ
る
ま
い
か
。

2 

k
r
r
H
N
G
d『一白血
a

叶
困
層
回
関
口
包
田
口
仏

O同
何
百
N回
目
】
白
神
宮
w

岡、。
P
仏

O
F
］
喧

伊
】
”
同
M
H
Y

出
凶
叩
1
3

・

当
・
の
出
S
E
E－
開

g
g
a
S
F即
日
口
由
阜
市
円
曲

2
2
回
目
白
骨

O
H
F

F
M
4叩
円

U
D
o

－‘HU
T
）
、
む
℃
・
回
目
恥
tm
主

P
ラ
ウ
ス
は
引
用
し
て
い
る
o

倫
ホ
ス
キ
ン
ス
は
、
引
用
文
に
る
る
如
き
動
き
を
、
具
体
的
例
を
摩

げ
て
説
明
し
て
い
る

o
詳
細
は
原
著
を
参
考
さ
れ
た
い

o

円
四
℃
曲
曲
。
ロ
－

c
u
u
n凹
H
－w
H
U
・
品

cu－

H

－ur凶2
u
u－
品
。
P
｝

e品
C
H

話
－

4 3 

四

穀
物
取
引
き
の
殻
展
の
扶
況
を
、
そ
白
仲
買
商
人
の
活
躍
か
ら
み
て
み
る
と
、

一
五
五
二
年
に
そ
の
取
締
り
に
闘
す
る
最
初

ω重
要
な
法
令

が
出
て
い
る
。
と
の
事
は
勿
論
、
市
場
殻
展
の
程
度
を
一
訴
す
指
標
と
考
え
ら
れ
る
が
、
決
い
で
一
五
六
三
年
、

一
五
七
一
年
、

一
六
二
七
年
に
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も
同
様
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
犬
韓
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
故
‘
か
t
A

る
規
定
が
必
し
も
巌
守
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

叉
そ
れ
ぞ
れ
幾
分
D
4奇
異
を
も
有
し
て
い
る
。

一
五
五
二
年
D
法
令
に
於
い
て
、
す
べ
て
の
穀
物
商
人
は
治
安
判
事
の
認
可

2
2
5与
を
受
く
ぺ
き
こ
と
、
公
開
市
場
で
資
買
す
べ
き

司
ー

と
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ス
の
言
葉
に
従
う
と
、
穀
物
仲
買
人
は
、
曾
つ
て
な
い
明
確
に
規
定
さ
れ
た
法
的
承
認
を
受
け
た
器
で
、
穀
物

仲
買
人
O
役
割
が
顕
著
な
も
む
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
う
。
弐
い
で
一
五
六
三
年
の
法
令
に
於
い
て
は
、
前
法
令
の
規
定
を
繰
返

L
述
べ
た
上
で
、
不
備
の
結
を
補
足
し
て
い
る
Q

た
立
と
の
法
令
で
注
目
す
べ
き
は

4
0仏
包

Z
2
5
0
ハ
特
別
認
可
）
の
規
定
で
あ
っ
て
、

叫
叫
町
・

3

と
白
認
可
を
受
け
れ
ば
公
闘
い
市
場
外
で
の
穀
物
購
入
戸
川
認
め
ら
れ
る
酷
で
あ
る
。
客
観
憤
勢
。
理
化
が
か
L
る
抜
け
穴
的
規
定
を
設
け
ざ
る
乞

一
方
取
締
り
D
破
綻
と
も
一
試
え
よ
う
ο

H
ノ
ヅ
ソ
ン
は
こ
の
取
締
り
規
定
に
言
及
し
て
「
治
安
判
事
は
認
可
を

H
H
S
 

凱
穫
し
、
さ
も
な
く
ば
商
人
は
屡
々
認
可
。
形
式
な
し
で
す
ま
せ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
五
七
一
年
の
法
令
は
五
二
年
白
法

健
全

令
、
六
二
年
白
法
令
が
穂
積
し
て
い
る
と
と
を
示
し
に
も
り
と
考
え
ら
れ
、
逆
の
現
象
を
明
示
す
る
も
D
に
外
な
ら
な
い
。

得
な
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

穀
物
bz取
扱
う
商
人
は
未
だ
「
言
。
月
『
ω旦

と
呼
ば
れ
得
る
程
。
犬
き
な
商
人
は
一
般
に
出
現
し
て
い
や
ノ
‘
海
外
的
取
引
き
は
他
。
商
品
と

一
一
緒
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
J
し
か
し
圏
内
的
な
取
引
き
で
は
可
成
り
活
濃
及
。
商
人
の
活
動
が
み
ら
れ
、
今
み
ら
こ
れ
ら
の
園

内
的
商
人
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

十
六
、
七
世
紀
に
穀
物
取
引
き
に
従
事
せ
る
商
人
と
し
て
、
先
十

2
3
5
0ロ
m
o
F
E白
川

σ
コ
σ。円円相判。♂

σ印刷町民
0
3
U
B
m哲
吋

呼
ば
れ
る
人
々
が
い
る
。
こ
れ
ら
と
類
似
の
言
葉
主
し
て

s
a
O
3
庄内
E
0
3
g円江
0
3
8円ロ
B
S
等
の
呼
び
名
が
あ
る
が
、
犬
髄
同
一
の
商

駐
a
a

入
群
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

等
の
名
で

一
般
に
取
締
り
の
封
稿
と
さ
れ
た
人
々
で
あ
り
、
前
記
法
令
の
穀
物
商
人
に
謝
す
る
呼
び
名
と
な
っ
て
い

る
。
即
ち
一
五
六
三
年
D
法
令
は
〉
ロ
〉
－
2
0
同

40認
め
町
山
口
ぬ
∞
mamo円
目
。
コ
U050ω
ロ仏

U
5
4
0
2
0片
凸
州
民
件
。
口
件
。

σ
o
o
F句
。
。
ロ
∞
ぬ
門
凶
と
な
っ

日『円即日
M
O
C
H
門凶ゆぴ
O
H
m
w
g
片
岡
品
目
件
。
ぬ
く
ぬ
吋
吋
句
。
門
田
oa
。
円
句
。
門
的
。
ロ
叫
押
M
O
M

－2ぬ
お

て
な
り
、
そ
白
文
章
の
一
部
を
抜
き
書
き
し
て
み
る
と
：
：
：
：
：
：

商

業

的

農

業

の

後

民
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商

業

的

農

業

の

設

反

四

P
E
E
O
D

宮門凶
m
q
F足
。
吋
同
円
三
仏
O
円
。
円
凸
時
コ
め
円
当
日
比
各
国

E
5
8
ロ
2
5
0仏
信
回
目
ぬ
ロ

a
g門
凶
色
。
当

E
S
2
8宮
容

5
2
0

許

ma

一『ロω件目。。凶。片付
H
H
O
M
M
g
b
一
。
。
同
吾
ゅ
の
。
ロ
口
氏
。
．
：
：
：
：
と
な
っ
て
い
る
。

他
。
五
二
年
‘

七
一
年
D
法
令
で
も
同
様
な
用
語
が
使
用
し
て
あ

る
。
従
っ
て
そ
O
敷
に
於
い
て
も
最
も
多
く
、
叉
同
時
代
人
の
注
目
を
最
も
受
け
て
い
た
人
k

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
等
は
認
可
を
受
け

百
T

一
O
ク
オ
ー
ダ
ー
以
内
に
そ
の
買
入
れ
を
制
限
せ
ら
れ
℃
い
た
。
従
っ
て
、
犬
き

5
8
z
g
p
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
注
り
、
未
鵠
の
穀

る
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
、
如
何
な
る
種
類
。
穀
物
に
せ
よ
、

な
取
引
き
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

σお
門
位
。
円
の
一
部
は

設
S

物
の
代
り
に
粉
類
を
扱
う
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
事
は
製
粉
設
備
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
詩
と
考
え
ら
れ
、

σhw門
同
向
。
円
の
上
昇
を
一
示
す
も

の
と
云
え
よ
う
。

る
人
骨
が
い
た
u

彼
は

8
2
の一ロロハ同日常

他
方
こ
れ
ら
地
方
か
ら
粉
類
を
市
場
に
持
っ
て
来
る
人
々
と
同
様
に
、
ロ
ン
ド
y
市
中
に
居
住
す
る
穀
物
商
人
で

と
も
呼
ば
れ
、
市

ω
市
場
で
穀
物
匙
買
入
れ
、
販
貸
し
て
い
た
。
中
世
に
は
未
挽
の
穀
物
を
取
扱

ロHOHH同
HH阿
川

H
D

と
呼
ば
れ

っ
て
い
た
が
、
乙
白
時
代
に
は
粉
類
を
額
貢
ず
る
よ
う
に
な
ハ
J

て
い
た
。
彼
等
は
首
都
の
法
律
が
そ
の
よ
う
な
播
利
を
認
め
て
い
な
い
に
も
か

－S

わ
ら
示
、
漸
衣
店
舗
を
か
ま
え
て
粉
類
を
販
寅
す
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
は
代
理
人
を

μ
っ
て
穀
物
宣
付
け
を
行
わ
し
め
る
よ
う
に
な
っ

”
問
自
習た
。
穀
物
取
引
き
が
南
濃
化
す
る
に
つ
れ
℃
、
と
の
都
市
、
地
方
雨
商
人
の
聞
に
は
激
し

w
競
走
が
な
こ
り
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
せ
る
市
場

関
係
に
於
い
て
、
地
方
商
人
は
漸
衣
浪
落
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ロ
シ
ド
ン
の
人
口
は
一
五
三
四
年
約
六
寓
で
あ
っ
た
も

佐
川

一
六

O
五
年
に
は
約
廿
ニ
寓
と
四
倍
近
く
も
膨
張
し
て
い
る
が
、
か
a
h

る
人
口
増
加
を
背
景
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
地
方
進
出
が
行

の
官
、

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
迄
地
方
商
人
か
ら
買
入
れ
て
い
た
パ
ン
屋
や
醸
造
人
達
が
自
身
で
地
方
に
買
付
け
に
い
く
よ
う
に
な
り
、
資
力
を
背
一

時
れ

景
と
し
て
地
方
商
人
を
抵
一
迫
し
、
高
値
で
穀
物
品
佐
賀
市
め
た
の
で
あ
る
。
加
う
る
に
、
彼
等
ロ
ン
ド
ン
商
人
は
特
標
的
地
位
を
奥
え
ら
れ
‘
一

位
臼

五
九
七
年
、
植
容
院
は
認
可
乞
う
け
た
る
ロ
ン
ド
シ
商
人
は
、
市
場
外
で
、
農
民
や
所
有
主
か
ら
直
接
穀
物
を
買
入
れ
て
も
よ
い
と
指
令
し

た
。
か
く
て
取
引
き
を
市
場
に
限
定
せ
ら
れ
て
い
る
地
方
商
人
は
ま
ず
／
＼
不
利
な
立
場
に
な
い
と
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
彦
る
。
同
時
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「
首
府
か
ら
の
富
裕
な
人
々
の
進
出
は
、
地
方
住
民
を
憤
慨
さ
せ
た
。
と
云
う
の
は
連
日
の
商
品
の
運

陸
路

び
出
し
は
曹
残
る
商
品
の
値
乞
著
し
く
騰
貴
せ
し
め
た
か
ら
」

代
の
記
録
は
弐
D
様
に
停
え
て
い
る
＠

こ
れ
を
箇
表
で
一
市
す
と
戎
の
如
く
で
あ
る
。

註
H
H

小
委
一
ク
オ
ー
ダ
ー
営
り
平
均
債
格

日
｛
∞
③
］
F
i
i
H白

e

。

5
4
H
i

コS

駐日
M

Z
2
3宮山
F
S
D
〉
店
お

切

Z
点

持h,.... 

炉・‘。

Z
。ロ

zZ23HVQ日
目
宮
口
〉

Bω

0, 

点

。o
b』

む
訳

ロ
ン
ド
ン
と
穀
物
取
引
き
b
L
行
っ
て
い
た
地
方
は
、
植
密
院
D
質
問
に
封
す
る
ロ
シ
ド
ン
市
長
の
回
答
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
と
と
る
に
従

う
と
、
一
ア
ム
ズ
流
域
地
車
、
ケ
ン
ト
、
サ
セ
ッ
ク
ス
、
ド

I
セ
ッ
ト
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
、
ヱ
セ
ッ
ク
ス
、
サ
フ
ォ
夕
、
ノ

l
フ
ォ
ク
等
の
諸
州

で、

。
。
門
口
出
。
。
F
当

v
g時∞
swano
－－2
2話
回

g
w
等
の
記
録
に
依
る
と
更
に
慶
範
な
地
域
、
ベ
ッ
ド
フ
ナ
l

ド
シ
ャ
や
ケ
ン
プ
リ

註
日
目

ッ
ヂ
シ
ャ
等
を
も
匂
含
し
℃
い
た
。

之
の
よ
う
な
ロ
ン
ド
ン
中
心
の
取
引
き
か
ら
、
更
に
地
方
市
場
に
目
を
む
け
る
と
、

一
六
一
二
年
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
の
営
局
者
蓮
（
gmwぬ向日付？

足
。
）
は

Uhqwo印喝の
EEvmwwヰ
g
E－
戸
内
定
吉
宮
C
ロ

E
7
 

取
締
る
こ
と
を
誼
ら
れ
て
い
る
。
更
に
パ
ー
ク
シ
ャ
の

ω
E
S口
。
。
ロ
円
円
。
ロ
唱
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
と
云
う
商
人
に
封
し
て
、

。
市
場
町
に
出
入
す
る
多
数
の
穀
物
商
人

（
ぴ
包
ぬ
ゆ
吋
回

g門凶
g耳目。
2
0片

8
2〉
七

乞

五
九

O
年
頃
植
密
院
に
請
願
が
な
さ
れ
、
以
前
は
〉
広
口
ぬ
仏
C
ロ
の
市
場
で
誼
首
な
値
で
穀
物
を
買
っ
て
い
た
貧
民
連
が
、
こ
白
大
金
持
の
責

欲
な
行
震
で
法
外
な
値
で
買
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
と
云
う
の
は
、
伎
が
。
M
苛
丘
、

kpEロ
ぬ
を
P
宅
ωロ
s
m
o
に
代
理
人
を
置
き
、
大

ゐ主。。

量
の
穀
物
を
買
占
め
、
値
上
り
を
待
っ
て
棄
り
に
出
す
か
ら
で
あ
る
、
と
一
宮
う
意
味
の
事
が
そ
白
中
で
述
べ
ら
れ
ず
勺
W
る。

X
一
六
二
一
一
一
年
、

＋
怠
0
3

ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
白
治
安
判
事
撞
は
、
穀
物
販
買
を
市
場
町
に
限
る
法
律
の
小
農
に
興
え
る
震
大
な
損
害
に
つ
い
て
不
満
を
表
明
し
て
叫
る
。
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商

業

的

農

業

つ

後

旧

民

こ
れ
ら
中
犬
、
地
方
に
わ
た
る
穀
物
商
人
の
活
岡
崎
に
封
し
て
、

一六

一
般
に
ヂ
エ
シ
ト

p
l
居
出
身
刑
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
治
安
判
事
は
、

一
五
九
六
年
頃
、
植
密
院
は
衣

生
産
者
と
し
て
の
自
己
白
利
佳
に
反
す
る
、
霊
行
用
難
な
取
締
り
政
策
に
好
意
的
で
る
ろ
う
筈
は
な
か
っ
た
。

「
滑
安
判
事
、
そ
し
て
員
賞
我
々
は
他
の
如
何
な
る
人
々
よ
り
も
、
若
干
白
判
事
は
非
難

。
如
き
警
台
を
治
安
判
事
に
封
し
て
議
し
て
い
る
。

ず
べ
き
人
々
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
義
務
は
こ
れ
ら
の
不
合
過
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
等
自
身
そ
口
不
合
理
の
創
始
者
で
あ
り

支
持
者
で
あ
る
時
、
貧
民
が
殺
済
策
主
一
岳
山
さ
え
我
々
白
命
令
部
功
主
雪
A

』
崎
？
と
も
驚
く
べ
き
事
は
丸
山
」

叉
エ
り
ザ
ペ
ス
冷
世
nu
末
、
判
事
で
も
あ
h
v
被
告
で
も
あ
る
人
々
に
匡
正
を
ゆ
だ
ね
る
と
と
の
頼
り
な
さ
を
、
極
符
院
営
局
は
治
安
判
事
に

あ
て
た
手
紙
。
中
で
ほ

οめ
か
す
結
呆
に
な
っ
古
川
る
。

韓

24ω
自
国
・
の
円
陣
m
F
1吋
同
岡
田
開
己
O
H戸
片
山
。
ロ

O
出
会
M
O
関
口
ぬ
口
曲
げ
の
O
円
HH

肘
角
川
川
崎
i

日
向
叩
丹
w

い
唱
し
4
・
匂
U
－

H
U
L
I出・

同

σ山内凶
J

門
》
・
〕
司
、
ァ

円
、
山
口
曲
心
ロ
－

o
u
n
z’w
H
M’
品
一
時

。
吋
白
川
J
G
H
v
n
x
－
℃
・
同
叩
dJT

HHV日仏－
w
H
V・
HM山町？

吋
口
角
凶
凸
吋
閉
口
《
い
ロ

0
8
5
ロ00ロ
ヨ

由

民

少

ぐ
C
戸
山
、
－
u・

H
E

O
H白血由
w
o
w－
門
店
’
・

HUHV・
一
戸
市
山
じ
十

H
r凹《凶

w
H
Y
H
∞酌・

］
［

4
U目

aw
℃
U
－
同
曲
、

T
叩－

H
r凹
仏
、
同
V
・
4
叩

同込町日
vmwoロ

O
℃
・
百
四
件
・
円
y
品
目
也

2 3 4 5 6 7 8 11 10 9 

a』．
v、

15 14 13 1Z 

同

σ日仏－
H
ぴ
山
内
凶
・
・
℃
・
品
目
∞
・

0
円
曲
師
、
。
匂
負

a
f
u・
同
M
M－

こ
与
で
冨
＠
円
円
o
u
o
ロ
S
P
K
F吋
由
阻
止
云
う
の
は
、
と
の
時
ロ
ン
ド

ン
に
穀
物
注
供
給
し
て
い
た
地
方
を
指
し
て
い
る
o
詳
細
刊
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
九
の
研
究
h
E
参
考
さ
れ
た
い
。

吋
J
H凶
・
切
－
」
可
。
－
－

r
H
F
H伊唱・

。
円
白
P
O
H
y
n目け
e

同
γ
一？

Dω
・

戸
間
沼
田
m
v
u・
0
匂
・
口
広
・

H
Y串
叫
∞
－

Hσ
山
門
？
”
℃
品
∞
∞
・

阿
ぴ
凹
仏
・
匂
・
品

uot］・

20 19 18 17 1骨

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



商
業
的
農
業
白
成
長
は
、
農
業
の
専
門
化
に
現
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
今
か
ら
主
と
し
て
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
南
部
に
於
げ
る
農
業
生
産
物
の
地
方

的
特
殊
性

η
増
大
、
加
・
エ
エ
業
の
原
料
金
産
白
穫
展
の
傾
向
を
み
て
い
き
た
い
。
資
料
と
し
て
は
前
記

J
2
1。
円
。
研
究
、
及
び
問
。
羽
田
0

・

同－
HHO
開
a
m
H
M
ロ
色
。
時
何
回
凶
器
宮
岳
の
第
一
一
一
章

d
g
F
ω
ロ
仏
中
七
一
頁
か
ら
七
七
頁
に
依
操
し
た
α
一
ハ
一
つ
一
つ
註
を
附
す
の
は
煩
雑
に
な
る

の
で
や
め
る
V

・
先
や
J

酪
農
生
産
物
で
こ
の
時
代
目
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
地
方
を
と
り
あ
げ
て
み
る
と
、
サ
フ
ォ
ク
、
’
エ
セ
ッ
ク
ス
、
チ
品
シ
ャ
等
で
あ

る
。
ェ
セ
ッ
ク
ス
で
は
羊
毛
生
産
の
震
の
羊
は
比
較
的
少
く
、
肉
用
羊
ハ

gza。ロ
a
回
F
g巴
や
搾
乳
用
量
ヤ
ハ
ヨ
ロ
E
ロ
向
。
君
。
回
）

情
飼
育
さ

れ
、
そ
ζ

で
生
産
さ
れ
る
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
は
、
・
ィ

γ
グ
ラ
シ
ド
の
み
な
ら
赤
外
国
に
於
い
て
も
献
労
働
者
、
農
民
の
食
料
を
L

へ
量
に
供
給
し
て

い
た
。
叉
サ
フ
ア
ク
の
チ
l
ズ
は
、
商
人
が
ロ
ン
ド
シ
か
ら
、
年
々
あ
ら
ゆ
る
季
節
に
大
馨
し
て
買
い
に
来
た
と
云

b
れ
、
年
間
あ
る
一
港
か

ち
官
ン
ド
ン
に
諮
ら
れ
た
バ
タ
l
、
チ
ー
ズ
だ
け
で
も
九
百
荷
に
蓮
し
、
し
か
も
そ
れ
は
州
全
瞳
の
生
産
量
の
四
分
の
一
で
し
か
な
か
う
た
と

。
事
で
あ
る
。
と
り
外
、
畜
産
業
と
し
て
特
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
地
方
を
列
奉
ナ
る
と
、
ケ
シ
ト
、
サ
マ
セ
？
ト
、
デ
グ
オ
ン
、

グ
、
サ
フ
ア
ク
、
グ
ロ

1
ス
グ
、
パ
ッ
キ
γ
ガ
ム
、
ス
グ
フ
ォ
ー
ド
、

レ

ス

ハ
ン
プ
シ
ャ
、
ノ
1
サ
ム
ト
シ
、
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
ウ
ォ

1
り
？
ク

ノ
1
フ
ア
ク
、
ダ
ー
ビ
ー
の
各
州
で
あ
る
。
ケ
シ
ド
で
は
牛
及
び
羊
が
飼
育
さ
れ
、
？
？
セ
ッ
ト
で
は
夏
期
に
犬
家
畜
市
が
聞
か
れ
、
デ
ヴ
ォ

シ
で
は
羊
の
飼
育
が
同
州
白
毛
織
物
工
業
に
原
料
を
供
給
し
、
家
畜
の
飼
育
で
家
畜
商
人
は
港
に
航
海
用
の
食
料
を
供
給
し
た
。

い
－
ス
タ
に
就

い
て
は
後
述
す
る
。
サ
フ
ォ
ク
は
東
部
、
中
部
、
西
部
の
一
一
一
地
直
中
、
東
部
は
牧
蓄
を
主
躍
と
し
、
中
部
は
耕
作
、
西
部
は
品
干
の
飼
育
毛
耕
作

と
に
依
っ
て
生
活
を
た
て
L
い
た
。
豚
及
び
馬
が
、
学
以
外
の
顕
著
な
家
畜
で
、
厭
は
ロ
シ
ド
ン
市
場
に
詮
ら
れ
、
権
軍
、
民
間
艦
船
の
貸
料
と

な
り
、
非
常
な
利
径
を
あ
げ
て
い
る
。
グ
ロ

1
ス
グ
は
勿
論
コ
ツ
ウ
ォ
ゥ
ル
ズ
の
羊
毛
で
、
す
ぐ
れ
た
品
質
で
有
名
で
あ
る
。
パ
ツ
今
シ
ガ
ム

は
等
、
ス
グ
フ
ォ
ー
ド
は
牛
馬
市
が
聞
か
れ
、
そ
の
飼
育
が
盛
ん
で
、
皮
革
が
生
産
さ
れ
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
は
ヲ
イ
ト
ハ
耳
目
mHMG
島
の
羊
で
、

そ
り
羊
毛
は
コ
ツ
ウ
ノ
オ
ウ
ル
ズ
白
も
の
に
戎
い
で
良
質
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
織
物
謹
白
需
要
も
多
く
、
住
民
は
多
く
の
利
益
を
約
め
て
い
た
と
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商

業

的

農

業

の

設

展

A 

一
試
ゐ
れ
る
。
ノ
l
サ
ム
ト
ン
も
矢
張
hv
学
、
ダ
ー
ビ
ー
は
牛
及
び
羊
、
ベ
ッ
ド
フ
ォ

l
下
で
は
有
名
た
馬
市
が
聞
か
れ
、
カ
J

ォ
I
F
ッ
ク
で
は

羊
及
び
そ
白
他
の
家
事
飼
育
、
ノ
1
プ
ァ
ク
で
も
羊
白
飼
育
で
有
名
で
あ
る
。

試
に
ホ
ッ
プ
D
栽
培
が
犬
躍
と
の
頃
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ケ
シ
ト
、
エ
セ
ッ
ク
ス
、
サ
フ
ォ
ク
等
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
叉
主
と
し
て
皆

襲
品
合
唱
に
も
色
々
の
用
詮
が
あ
る
が
〉
に
用
い
ら
れ
た
す
ブ
ラ
シ
は
エ
セ
・
ッ
ク
ス
、
ケ
）
J

プ
p
ッ
ヂ
で
虞
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
Q

果
樹
栽
培

に
於
い
て
は
、
ケ
シ
ト
、
グ
ロ

I
ス
タ
で
、
ケ
Y
ト
で
は

p
ン
ゴ
、
サ
ク
ラ
シ
ボ
等
が
有
名
で
あ
る
。

最
後
に
醸
法
滞
穀
物
の
栽
培
で
あ
る
が
、
詳
細
な
小
委
、
犬
姿
、
ラ
イ
萎
等
の
作
付
比
率
の
費
化
が
明
白
に
さ
れ
た
い
限
り
、
賓
躍
は
つ
か

み
難
い
。
更
に
虫
食
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
穀
物
が
小
委
で
あ
っ
た
り
、
ラ
イ
委
で
あ
っ
た
り
、
大
奏
で
あ
っ
た
り
、
地
方
1
1
1
で
異
る

故
、
そ
白
困
難
は
増
大
す
る
。
た
va
ロ
シ
ド
シ
に
就
い
て
は
、
と
れ
ち
の
穀
物
の
消
費
依
況
が
大
腫
わ
か
る
し
、
と
れ
を
も
と
に
し
て
、
極
め

て
菓
然
と
し
た
推
察
は
つ
け
ら
れ
よ
う
。
即
ち
一
五
七
四
年
、
ロ
シ
ド

γ
及
び
そ
の
韓
国
轄
寵
域
内
ハ
者
同
笹
山
口

p
o
c
E
o
g邑
H
5
0
2向
。
$

に
於
け
る
自
パ
ン
屋
ハ

4
q
z
z
E
E
Z）
の
数
は
六
二
、
黒
パ
シ
屋
守

S
E
E
M
8
2
v
一
一
一
六
、
酒
類
醸
造
業
者
（

K
Z
宵
ゆ
き
。

a
g
a

腔
l

vo問
。

σ
5
4
2
2〉
敷
九
一
と
な
っ
て
い
る
。
と
の
敷
字
か
ら
D
み
推
察
す
る
と
、
主
食
と
し
て
は
小
萎
の
需
要
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

と
、
回
吋
E
m
$
0
5
0
の
一
五
六
八
年
か
ら
七
一
一
一
年
に
至
る

p
g’
gow
で
は
ケ

y
h

が
、
叉
醸
造
用
と
し
て
D
穿
芽
等
も
相
営
消
費
せ
ら
せ
て
い
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
さ
て
と
れ
ら
の
穀
物
の
寅
入
先
を
み
て
み
る

ヘ
ン

p
ィ
、
サ
セ
ッ
ク
ス
、
サ
フ
ー
ァ
夕
、

エ
セ
ッ
ク

ス
と
云
っ
た
東
南
岸
諸
州
で
あ
る
が
、
一
五
七
一
一
一
年
か
ら
一
五
七
四
年
に
至
る
四
八
の
ロ
ン
ド

y
醸
造
業
者
の
質
入
先
は
、
ケ
ン
プ

F
ッ
ヂ
、

駐
2

ベ
ツ
下
フ
ォ
ー
ド
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
、
パ
l
ク
シ
ャ
と
云
っ
た
中
南
部
諸
州
と
な
っ
て
い
る
。

同
凶
『
山
内
凶

movcc
目。
に
於
げ
る
穀
物
貯
離
D
献

視
を
、
前
謹
一
五
七
四
年
の
植
密
院
に
謝
す
る
市
長
回
答
文
中
に
み
る
に
、
小
委
一
二
一
一
一
ク
ォ

1
タ
l
、
ラ
イ
姿
一
一
一
一
一
一
ク
オ
ー
ダ
ー
、
大

性
Z

穿
五
二
一
ク
オ
ー
ダ
ー
、
燕
姿
一

O
ク
オ
ー
ダ
ー
、
萎
芽
六
ク
オ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
た
り
、
前
記
買
入
れ
の
穀
物
は
小
委
を
主
と
し
℃
い
た
と

考
え
ら
れ
る
故
、
主
食
用
穀
物
、
特
に
小
菱
自
供
給
を
ロ
シ
ド
ン
広
行
っ
て
い
た
も
の
は
主
と
し
て
東
南
岸
諸
州
、
醸
造
用
穀
物
を
供
給
し
て
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い
た
の
は
主
と
し
て
中
南
部
地
方
諸
州
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
賞
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
大
委
は
有
名
で
あ
り
、
相
公
芽
取
引
き
が
盛
ん
で

R
a包
酔

位

S
2

あ
っ
た
世
帯
震
も
る
る
。
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
つ
い
て
も
同
様
な
事
賓
が
あ
る
。
コ

l
y
ウ
ォ
ル
で
は
、
以
前
醸
龍
用
穀
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

い
た
燕
姿
の
代
り
、
と
の
時
代
に
犬
姿
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
州
の
飲
物
が
大
い
に
改
善
さ
れ
た
。

E主
2 l 

‘吋司

H
W
・
O
・4
4
0
】・
r

v

H

g

－

の
円
恒
明
、
。
HU
・
n山仲
－

w
同

F
H
C
ω

・

3 

、Ha

－H
W

－。
J
H
Y
H
印

4

・

い
ず
れ
も
本
文
中
に
断
っ
た
ラ
ウ
耳
、
テ
イ
ラ
ー
の
研
究
に
主
る
。

4 

七

と
の
よ
う
な
商
業
的
農
業
の
進
展
と
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
事
費
は
、
ホ
ス
キ
ン
ス
が
指
摘
し
て
い
る
十
六
世
紀
後
宇
か
ら
一
七
世
記
前
宇

に
至
る
聞
の
、
農
村
に
於
げ
る
め
ざ
ま
し
い
生
活
改
善
で
あ
る
。
こ
れ
ち
は
専
ら
消
費
部
門
に
於
い
て
な
さ
れ
た
改
善
で
あ
る
が
、
商
品
経
慎

D
著
し
い
農
村
浸
透
と
し
て
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。

「
土
壁
、
低
く
葺
か
れ
た
藁
屋
根
、
仕
明
り
は
殆
ん
ど
な
く
、
板
眠
り
や
ガ
ラ
ス
窓
な
ぞ
は
ま
る
で
な
い
。
煙
出
し
に
壁
に
あ
け
た
穴
よ
り

他
に
煙
突
ら
し
い
も
の
も
な
く
、
寝
床
と
云
え
ば
麓
に
一
枚
の
毛
布
、
シ
ー
ツ
に
な
る
亜
麻
布
も
、
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
未
だ
狭
い
溶
峡
を

鮭
－

越
え
て
は
や
っ
て
来
な
か
っ
た
」
と
一
宮
わ
れ
た
農
民
の
生
活
が
「
極
貧
の
者
を
除
く
殆
ん
E
す
べ
て
の
農
村
性
民
は
、
イ
ギ
り
ス
革
命
の
前

枝
、
家
具
や
遺
作
や
世
帯
道
具
に
闘
し
て
七
十
年
前
。
彼
等
の
祖
父
母
蓮
よ
り
も
、
家
庭
D
安
柴
の
高
い
水
準
を
柴
し
ん
だ
。
．

家
は
温
く
、
明
る
く
、
大
き
く
な
り
、
教
が
増
え
た
障
や
窓
、
そ
の
窓
に
は
初
め
て
ガ
ラ
ス
が
は
ま
り
、
部
屋
敷
は
増
し
、
部
屋
白
使
い
遣
も

そ
れ
ぞ
れ
遣
っ
て
来
た
。
匿
聞
で
行
わ
れ
て
い
た
料
理
や
食
事
は
牽
所
に
、
睡
眠
は
寝
室
で
、
農
場
の
粧
品
借
用
巴
あ
て
る
部
屋
は
増
さ
払
た
』

勿
論
と
れ
ら
の
改
善
は
、
ヨ
l
？
ン
及
び
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
シ
が
主
で
、
そ
れ
も
北
部
の
方
で
は
遅
れ
て
い
た
。
弊
働
者
で
か
L
る
改
善
を
行

っ
た
例
も
あ
る
が
少
数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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商

業

的

農

業

の

後

戻

四
0 

ホ
ス
キ
ン
ス
が
指
摘
し
て
い
る
か
L
る
農
村
生
活
の
改
善
は
、
農
村
居
住
者
の
商
品
経
構
へ

D
結
び
付
き
の
増
大
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
出
然

兵
等
に
限
ら
ナ
、
家
庭
用
燃
料
と
し
て
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
石
炭
が
庚
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
ガ
ラ
ス
窓
が
一
般
家
庭
に
於
い
て

も
用
い
ら
れ
始
め
て
い
る
。

し
か
し
『
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
改
善
を
農
民
の
樫
慎
的
向
上
と
の
み
考
え
る
の
は
（
勿
論
全
面
的
に
そ
れ
を
否
定
す
る
謹
で
は
決
し
て
な
い

が
）
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
丁
度
明
治
以
後
に
於
け
る
新
し
い
治
費
生
活
の
農
村
へ
の
浸
透
が
、
必
し
も
農
民
の
経
璃
的
向
上
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
費
本
主
義
殻
展
。
必
然
的
結
果
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
Q

睦
i

者－

P
民
。
叫
紅
白
タ
吋

U
m
w
m
o
c
E
5
5
m
a
m
g円
白
】
開
口
岡
田
山
口
門
「

同
町
可
申

l
同
窓
口
宮
市
島
田
仲
田
口
広
句
円

2
2
7
Z
0・
品

F
M
C
m
w
℃－

B－

品3 

同
一

U
町
内
同

ζ

℃
℃
‘
串
由
g
伊
（
〕
・

同
日
）
円
円
回
二
匂
・
田
叩
・

J¥ 

以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
な
勤
き
を
、
今
度
は
地
域
的
に
限
定
し
、

箆
ー

レ
ス
グ
シ
ャ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
こ
L
に
レ
ス
グ
を
と
り
あ
げ
た
D

は
羽
伯
の
州
に
闘
す
る
資
料
を
も
た
な
い
か
ら
で
、
別
段
憲
一
味
が
あ
る
謹
で
は
な
い
。

先
ヂ
こ
O
州
の
穀
物
経
営
を
一
六
世
紀
乞
通
じ
て
概
観
し
て
み
る
と
、
大
委
‘
一
豆
類
、

ラ
イ
姿
、
小
委
、
燕
萎
等
の
穀
物
の
中
、
大
姿
及
び

豆
類
が
主
作
物
で
、
他
は
は
る
か
に
少
い
割
合
を
点
め
て
い
る
。
と
れ
を
共
闘
閥
的
に
趨
べ
る
と
、

一
五

O
O年
か
ら
一
一
二
年
に
至
る
期
聞
の
穀

物
別
作
付
面
積
の
比
率
は
、
平
均
豆
類
四
一
一
一
・
一
ニ
パ

I
セ
ぞ
r
、
一
大
安
三
七
・
六
メ

1
セ
ン
ト
、
小
委
十
一
ニ
・
八
バ

1
セ
ン
ト
、
一
フ
イ
萎
五
メ

世
V
2

1
セ
ン
ト
、
燕
姿
政
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
五
五
八
年
に
は
豆
類
一
一
一
八
＠
五
バ

l
セ
ン
ト
、
大
事
変
三
五
・
八
．
ハ

l
セ

片山

u
e
a

ラ
イ
奈
は
八
＠
六
。
ハ
1
セ
ン
ト
と
上
昇
し
燕
察
も
可
成
り
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
決
い

ン
ト
、
小
委
は
八
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
主
各
K

棋
り
、

で
一
五
八
八
年
に
は
、
豆
類
は
再
び
四
五
＠
九
。
ハ

1
セ
ン
ト
、
犬
奈
は
一
ニ
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
上
昇
、
小
委
は
一
五
五
八
年
と
間
水
準
に
と

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



健
全

ど
ま
り
、
ラ
イ
奈
は
四
バ
l
セ
シ
ト
、
燕
姿
は
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
減
少
を
示
し
て
い
る
。
と
白
よ
う
に
、

レ
ス
グ
シ
ャ
に
於
い
て
最
も
多
く
栽

培
さ
れ
た
の
は
春
穀
で
あ
る
豆
類
と
犬
委
で
あ
り
、
多
穀
の
小
委
と
ラ
イ
姿
は
こ
れ
ら
に
比
し
て
可
成
り
少
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

健

畠

陛

e

一
般
に
－
フ
イ
姿
は
レ
ス
グ
白
土
壌
に
描
せ
示
、
小
委
は
ヨ

1
7
ン
で
す
ら
主
食
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
た
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
犬
萎
と
亘
類

が
レ
ス
グ
の
住
民
に
主
食
を
供
給
し
て
い
，
た
譜
で
あ
る
が
、
と
D
中
豆
類
は
羊
の
飼
料
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
豆
類
を
羊
に
輿
え
る
事

F
T
 

を
禁
じ
た
植
密
院
D
法
令
に
於
い
て
、
禁
止
を
受
げ
た
七
州
中
に
レ
ス
グ
が
含
ま
れ
て
い
る
o
も
と
も
と
レ
ス
グ
は
．
大
き
な
穀
物
古
物
圏
と

の
結
び
つ
き
は
薄
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
前
掲
の
穀
物
作
付
面
積
D
比
率
が
、
十
六
世
記
を
通
じ
て
殆
ん
回
質
化
し
な
か
っ
た
も
そ
白
一

9

0
表
明
と
み
ら
れ
る
。
一
六
ニ

O
年
4

治
安
判
事
犯
依
っ
て
書
れ
た
書
簡
は
、
と
の
事
賓
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
農
業
奨
勘
及
ぴ
救
貧

の
震
に
指
令
さ
れ
た
如
き
穀
物
倉
庫
設
立
は
不
必
要
で
あ
る
。
と
の
州
ハ
レ
ス
グ
〉
は
穀
物
輸
出
の
手
段
と
は
縁
遠
き
存
在
で
あ
り
、
主
と
し

陸
自

て
長
く
貯
輯
さ
れ
な
い
豆
類
や
大
葬
を
栽
培
し
て
い
る
か
ら
」
と
謹
ぺ
て
い
る
。
叉
グ
ラ
ス
が
と
D
嘗
時
の
め
。
ヨ
切
。
o
w
或
は
巧
げ
O
E

時

m
a
，

切
oow
か
ら
列
車
帯
し
て
い
る
R

ン
ド
シ
向
け
穀
物
供
給
地
白
地
名
の
中
に
レ
ス
グ
の
名
前
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

と
の
よ
う
に
レ
ス
グ
の
穀
物
生
産
が
、
大
き
な
市
場
闘
に
巻
き
込
ま
れ
・
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
レ
ス
グ
が
大
き
な
前
川
を
持
た
4
1
．
四

方
陸
地
に
固
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
問
題
が
考
え
ら
れ
よ
う
P

却
ち
陸
上
謹
詮
は
賞
時
極
端
に
不
便
で
あ
り
、
百
年
後
。
一
六
七
五
年
頃

の
誼
路
の
扶
態
で
す
ら
「
た
立
不
愉
快
で
、
厄
介
で
、
酷
い
ば
か
り
で
な
く
、
人
馬
共
に
生
産
に
ひ

εく
危
険
な
も
の
で
あ
G
姉
」
と
云
わ
れ

陸
ロ

る
程
で
、
「
日
常
の
出
来
事
と
し
て
軸
木
が
折
れ
た
り
、
馬
が
穴
に
陥
ヲ
た
り
、
足
を
と
ら
れ
た
り
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
河
川
に

依
る
運
詮
が
業
な
ば
か
り
で
な
く
、
運
賃
に
於
い
て
も
陸
上
運
賃
に
比
L
τ
、
格
別
D
低
廉
さ
白
故
に
重
要
注
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ

程

沼

町

る
。
「
馬
車
に
比
し
て
、
静
ば
濁
根
布
圏
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
、
運
賃
に
於
い
て
も
、
テ
ム
ズ
河
D
鮮
の
船
頭
は
、
「
河
で
運
ベ
ぽ
陸
の
三

住
民

分
の
こ
で
す
む
」
と
云
い
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
ツ
チ
の
織
物
蓮
が
一
六
三
九
年
植
密
院
に
報
告
し
た
と
と
ろ
で
は
、

「
諜
布
土
ハ
片
足
庁
、
目
。
釦
円
昏
〉

を
イ
プ
ス
ウ
ィ
ツ
チ
か
ら
ロ

1
チ
ェ
ス
グ
l

ハ
約
八

O
哩
〉
に
水
上
蓮
註
す
れ
ば
、
ト
シ
営
h
v
ニ
シ

p
y
グ
足
ら
歩
、
陸
上
謹
誌
で
は
少
く
と
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業
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商

業

的

農

業

の

愛

展

E
ー

も
穴
ポ
シ
ず
か
t
A

る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て
、
海
岸
や
河
川
に
め
ぐ
ま
れ
た
諸
州
に
比
し
．
pg 

レ
ス
グ
か
ら
穀
物
を
運
び
出
す

の
は
（
穀
物
の
需
要
は
大
都
市
に
集
中
す
る
故
）
不
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

十
六
世
紀
後
A
T
む
妥
り
、
レ
ス
グ
シ
ャ
農
業
の
牧
羊
へ
の
傾
斜
が
ま
す
／
＼
増
大
す
る
の
は
、
以
上
越
ベ
た
理
由
に
依
る
も
白
と
考
え
ら
れ

る
α
即
ち
十
六
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け
て
、
由
民
支
保
有
地
エ
ー
カ
ー
営
り
一
一
鎖
、

院
四

世
粗
末
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
、
一
農
天
平
均
五
一
一
一
一
頭
に
増
加
し
て
い
る
。
と
れ
に
封
し
、
従
来
地
代
支
梯
や
農
地
で
生
産
さ
れ
な
い
必
要

註日目

品
を
購
入
す
る
震
に
生
産
さ
れ
て
い
た
換
金
作
物
（
の
お
岱
の
き
℃
）
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Development of Commercialized Agriculture 

--- in the Elizabethan Age--

By T. Kato. 

The growth of Capitalism served to develop its own market. In other 

words, expansion of the market was a necessary product of extended division 

of labour. A number of new industries were rising in the Elizabethan 

England. And r.griculture, too, was undergoing important transformations: 
I 

the growth of large farm, and the swell of the rural proletariat or semi-pro-

letariat. With these transformation the specialization of agriculture, as a 

branch of all commodity productions for social demands, was advancing, 

In this article, I tried to show such proces~, . especially the specialization of 
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agriculture: development of commercialized agriculture. 
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